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取組の方向性①

結婚・出産・子育ての希望を実現できる環境づくりやジェンダーギャップ解消などによる誰もが働きやすい就労環

境の充実、さらには子どもを真ん中においた社会の実現に向けて取り組む。

取組の方向性 ②

若い世代の大都市圏等からの転入者の更なる増加に向けて、子育て支援や働く場の創出など子どもを生み育て

やすい環境づくりや、訪れる人・関わる人の創出に取り組む。また、これらの基盤となる豊かな自然環境の保全再

生・活用、住み続けたいと思えるまちづくり、「自分らしさ」が大切にされ誰もが活躍できる共生社会の実現など「選

ばれる滋賀」を目指した取組を進める。

取組の方向性 ③

地域や産業を支える人材の育成・確保、デジタル技術を活用した暮らしをより豊かにする新たな価値の創造、人口

減少社会に対応したまちづくりの推進など、人口が減少しても持続的な地域をつくる取組を進める。

人口ビジョンに掲げる「未来へと幸せが続く滋賀」の実現に向けた取組の方向性
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子ども・若者の声を聴く

【予算額 ０．３億円】「子どものために、子どもとともにつくる県政」を実現する。

淡海子ども・若者プラン基本施策①、②

子ども・若者の意見を聴き、反映する仕組づくり

• 児童養護施設等の子ども

の権利擁護事業

• 子どもの権利の侵害に関

する相談窓口の設置

• 「子どもから知事への手紙」
• 県政学習コーナー・ＡＩチャット

ボットによる「子ども県民の声ひろ
ば」の充実・強化

• 子ども県議会

• ＥＢＰＭに資する「滋賀の子ど

もの声の調査」の実施と「すま

いる・あくしょん」の更新

• 滋賀県子どもの権利委員会の

設置による、子どもの権利侵

害事案の個別救済

いろいろな子ども若者の声を聴く方法を用意

かつてはコロナが・・・
いまの子どもの思いは？

調
査

• さまざまな分野
の若者のアイデ
アを施策に導入
する「すまい
る・あくしょん
アイデアソン」

知事公室 広報課 子ども若者部 子ども若者政策・私学振興課

✓ 傾聴
✓ 他機関紹介
✓ 他機関直接連絡

対応方針検討
当事者・関係者に
対する調査・調整

救済

必要に応じて
知事に対し
措置の求め・意見

滋

賀

県

子

ど

も

基

本

条

例

令和７年度における地方創生の主な取組について
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安心・安全な子育て環境の整備

【予算額 ０.５億円】子ども・子育てにやさしい社会、若者が働きやすい職場づくりの気運を醸成する。

淡海子ども・若者プラン基本施策⑦

若者が子育てしやすく、働きやすい社会づくり

子ども若者部子ども若者政策・私学振興課 商工観光労働部労働雇用政策課・女性活躍推進課

• 子ども・子育てにやさしい
社会づくりに向けた気運醸成

すまいる・あくしょんフェスタ

• 子ども連れや妊娠中の方へ配慮する
取組を行う民間事業者等に対し費用
の一部を補助

補助により整備された授乳室・子ども用便座

• 奨学金返還支援等に
よる若年層等の確
保・定着【再掲】

• 地場産業後継者への
実践的なインターン
シップ支援【再掲】

• 魅力ある職場づくり
に取り組む中小企業
の支援【再掲】

• 在宅ワークを希望す
る人に向けたデジタ
ルスキル習得と発注
企業とのマッチング
支援【再掲】

令和７年度における地方創生の主な取組について
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待機児童の解消

安心・安全な子育て環境の整備

【予算額 ９０.４億円】さしせまった課題である待機児童の解消に向けてのあらゆる手立てをとる。

淡海子ども・若者プラン基本施策⑦

保育を支える人材の確保

子ども若者部 子育て支援課

保育士になりたい！

もう一度、
保育士として
働こう！

保育士として
働き続けたい！

保育士不足の解消

• 民間主体によるＳＮＳを活用した魅力発信

• 保育士養成施設におけるキャリア教育等支援

• 地域限定保育士試験の導入

• 保育士・保育所支援センター（人材バンク）の充実

• 再就職支援研修＆就職相談会を合同開催

• 保育現場体験の参加費用を有償支援

Ｒ６から前倒しで実施

「潜在保育士の
再就職・就業」を
強力サポート

• 過去最大となる処遇改善（人件費

10.7％）

• 保育補助者活用、保育ＤＸ推進による

業務負担軽減

• 教育・保育指導員による巡回支援

Ｒ６から前倒しで実施

令和７年度における地方創生の主な取組について
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安心・安全な

子育て環境の整備
【予算額 ０.４億円】子どもや若者が希望するライフプランの選択ができることを目指す。

淡海子ども・若者プラン基本施策④、⑦

プレコンセプションケアを中心とした切れ目ない母子保健の取組

子ども若者部子育て支援課 健康医療福祉部医療政策課

人生の選択
結婚したい？

子どもを持ちたい？
etc

• 園や学校、地域団体等向けの講師派遣
• 教職員向け研修
• 一般向け啓発

本人が望む人生の選択
（性に関する自己決定）
ができるよう、正しい性
に関する知識を学ぶ • 妊娠可能世代を対象としたAMH検査とカウンセリング

を含めた調査研究（産官学連携）

• 県内どの地域でも１か月児健診が受けられる体制
• 県下市町の事務の統一による、里帰り先でも利用

しやすい産後ケア
• 遠方の分娩取扱施設等で出産する妊婦への交通費

と宿泊費の助成（妊婦健診時、分娩時）

学童期

思春期
性成熟期

妊娠準備

不妊治療
妊娠期

新生児期

乳幼児期

• 周産期における病院・診療所間の遠隔医療の推進

更年期

老年期

性ホルモンによる影響を
知り、上手く付き合うこ
とが健康に不可欠！

令和７年度における地方創生の主な取組について
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ジェンダー平等の推進・ダイバーシティへの取組
ジェンダー平等の推進

「ジェンダー平等」をテーマに社会人向けの
オンライン講座等を開催

「大人の学び、やりませんか？」事業

ジェンダー平等のための

・多様な主体や若い世代との対話
・より実効性のあるプランへ

・女性の参画による防災力向上
・プレコンセプションケアの推進
・農業における「女性活躍」応援
・建設産業における女性技術者の表彰

など

女性の起業トータルサポート事業

女性の起業チャレンジを応援

女性起業家によるマルシェを開催

ジェンダー平等推進事業

若い世代からの

若い世代が主体的に学び・発信する
場を提供

【予算額 1.2千万円】
（その他関連事業除く）

ジェンダー平等に取り組むことで、ダイバーシティが確保された社会を目指す

商工観光労働部
女性活躍推進課

明日のおうみ女性リーダー育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

・企業トップ層の意識改革を進める
・マネジメント力等のスキルアップを図る

働く場でのジェンダー・ギャップ解消

パートナーしがプラン2025改定

あらゆる分野でのジェンダー平等の取組

ジェンダー平等債も一緒に議論

パートナーしがプラン2025その他関連事業：１４２事業

プランで掲げる目標を踏まえて、
地方自治体初の発行を目指して検討・準備

令和７年度における地方創生の主な取組について
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ジェンダー平等の推進・ダイバーシティへの取組
多文化共生社会づくり

【予算額 3.8千万円】

国籍や民族などにかかわらず、すべての県民が同じ地域社会で共に生き、共に支え合える滋賀へ！
滋賀県多文化共生推進プラン（第３次改定版） 初年度の取組 【計画期間：令和7(2025）年度～令和11（2029)年度】

【現状】
➢ 県内外国人人口（各年12月末時点）

H30(2018）年 29,263人 → Ｒ５(2023)年 3９,366人（過去最多）
出身国 は10５の国・地域にわたる

➢ 在留資格制度の改正等により、今後も定住する外国人の増加が見込まれる。

➢ 県政モニターアンケート結果
外国人県民等と地域で交流や関わりを持ちたいと思う県民の割合（％）
Ｒ５(2023)年 68％ （目標値：80％）
外国人県民等が地域社会に参画していると思う県民の割合（％）
Ｒ５(2023)年 25％ （目標値：50％）

【課題】

〇多文化共生と地域づくりへの県民の関心を高める必要
がある。

○外国人県民が日本の社会や習慣を理解する機会を増や
すとともに、すべての県民が当事者意識をもつことが必
要である。

〇日常生活の中で、円滑なコミュニケーションができるよ
う、すべての県民がスキルを高めていく必要がある。

多文化共生に関する県民意識の高揚

コミュニケーション支援の強化

【
令
和
７
年
度
の
取
組
】

人材育成

多文化共生地域人材等育成事業
（375千円）

◆多文化共生に関する意識を高
める講座
◆多文化共生に関するワーキング
◆災害時外国人支援のための人
材養成講座

周知

多文化共生推進周知事業
（445千円）

◆多文化共生推進月間の設定、周
知の実施
◆「滋賀県多文化共生推進プラン」
概要周知、多言語版の作成および
周知

１

２

１ ２１

地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業
（12,637千円）

◆総合調整会議の開催
◆地域日本語教育推進計画の改定
◆総括コーディネーターの配置
◆地域日本語教育コーディネーターの配置
◆日本語教育人材の育成
◆日本語教育の普及啓発

地域日本語教室への支援 ２「やさしい日本語」の推進

「やさしい日本語」の推進
（161千円）

◆「やさしい日本語」の広報

◆職員向け「やさしい日本語」講
座の開催

総合企画部
国際課

令和７年度における地方創生の主な取組について
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産業の創出と中小企業の活性化推進
スタートアップ、企業の成長段階に応じた切れ目のない支援の充実

プレシード シード
アーリー

ミドル
レイター

起業・創業の挑戦をサポート 新技術への挑戦をサポート 競争力強化への挑戦をサポート

企業の成長段階に応じた挑戦を切れ目なくサポート

起業チャレンジ！
ローカルベンチャー創出支援事業

プロジェクトチャレンジ支援事業 中小企業×スタートアップによる
オープンイノベーション創出事業

起業・創業ナビゲート事業

● しがテック・スタートアップ創出事業

✓ 地域ニーズの解決と事業成長の両立に挑戦する
起業発掘と資金支援

✓ 先輩女性起業家による講演

✓ 経験豊富なエリアIMの指導助言
による経営支援

✓ 成長分野・近未来技術・CO2削減技術に関する
研究開発・実証化試験の資金助成

✓ スタートアップ段階の取組の支援を拡充
✓ 大学等との連携による取組を重点支援

● オープンイノベーション推進事業

✓ 県内中小企業の新たな連携先に
スタートアップ（SU）

✓ 確かな技術（中小企業）と新たな
発想（SU）の融合による中小企業
の付加価値向上と競争力強化を実現

✓ フォーラム形成による企業の出会いの場を創出

✓ テック系シーズの発掘育成

【予算額 ２．0億円】切れ目ないサポートにより新たな産業の創出と持続的な成長の実現を目指す

レイター

商工観光労働部
イノベーション推進課

令和７年度における地方創生の主な取組について
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しがテックイノベーション創出事業

★技術開発に必要な環境
（研究開発＋人材育成）を整備

半導体、AI、
宇宙、サスティ
ナビリティ等
の次世代産業
への進出

半導体
分野

宇宙
分野

３Dもの
づくり

サスティ
ナブル

【予算額 ３．５億円】

〇イノベーションベース整備
・関連装置の設置による企業等の
開発環境拠点の整備
・研究開発、評価分析に
携わる高度人材育成

工業技術総合センター東北部工業技術センター

〇リスキリングブリッジ創出事業

★新分野進出への情報提供

〇イノベーション
ブリッジ創出事業
企業と支援機関等の
橋渡し

大学等と連携し、以下の３つの取組の好循環により、イノベーションの創出と本県経済の活性化を図る。
①大学等との連携による技術人材育成プログラムによる企業の新分野進出の橋渡し「リスキリングブリッジ創出事業」
②中小企業の技術開発の挑戦をサポートするため、工業技術センターをイノベーションの拠点とする「イノベーションベース整備」
③企業の技術課題を発掘し、支援機関等への橋渡しにより課題を解決、技術開発を後押しする「イノベーションブリッジ創出事業」

目的に応じた講座プログラムによる
知識の習得による新分野への橋渡し

半導体などの将来の本県産業をけん引する分野への中小企業の新規参入を促進

中小企業

産業の創出と中小企業の活性化推進
成長産業分野への県内企業の新規参入の促進とイノベーション創出

【予算額３.５億円】

商工観光労働部
イノベーション推進課

令和７年度における地方創生の主な取組について
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産業の創出と中小企業の活性化推進
経営基盤の強化、海外展開等の推進

① 新たな挑戦、地域社会の
課題解決の取組促進

② 人材（ひとづくり）に
関する取組促進

③ 経営基盤の強化 ④ 産業分野の特性に応じた
取組促進（地場産業、観光、書店振興 等）

産学官・
企業間
連携

健康医療福祉部・農政水産部・土木交通部・教育委員会事務局・警察本部

部局連携で中小企業活性化に取り組む（基金活用）

産学官・企業間連携の促進海外展開等の更なる推進

専門家指導や実践の場の提供等に係る経費を支援する。
企業人材のDXスキル強化支援事業

成長産業の創出 人材育成・リスキリング推進

工業技術センターによる講習会等の動画を発信し、技術者を支援する。

技術者のリスキリング支援事業

企業間連携による取組をはじめ、中小企業の新たな事業活動を促進
するため、経営革新計画等に係る商品化・販路開拓等を支援する。

中小企業経営革新等応援事業

オープンイノベーション推進事業

新商品等の市場化
販路開拓
経営改善・効率化

企業間連携
促 進

（左図）
木材加工会社で
ロボットを導入し
経営効率化を実現

様々な技術シーズを有するものづくり
企業の出会いの場を形成、オープンイノベーションを創出

事業者の海外展開フェーズに合わせ、ベトナム進出の相談対応、
現地情報の提供、ビジネスマッチング等を行う。

ベトナムビジネス・トータルサポート事業

● 水・環境ビジネス推進事業

「水」を含めた「環境」全般に
分野を広げ、海外でのビジネス
案件創出を推進する。

右図：ベトナムでの商談会

有望なGX技術シーズ群に対し、プロジェクト
組成に向けた伴走支援等を行う。

先導ＧＸ産業支援プログラム事業
人材
育成

（出典）ＮＥＤＯ

商工観光労働部
商工政策課
中小企業支援課
イノベーション推進課
労働雇用政策課

【予算額 20.0億円】海外展開の推進、産学官・企業間連携の促進等により中小企業の「稼ぐ力」の強化を目指す

海外
展開

産業
創出

「稼ぐ力」強化

【再掲】

物価高騰に負けない賃上げ・人材確保、県内投資の促進
●生産性向上、新事業展開、人材育成等の未来を見据えた投資の支援
●賃上げ・人材確保に向けた環境整備を支援
●商工団体等の価格転嫁等の取組支援 等

令和７年度における地方創生の主な取組について
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産業の創出と中小企業の活性化推進
産業立地の推進

新 た な 産 業 用 地 を 整 備 ！

「県と市町の連携による産業用地開発事業」として、令和６年度
に選定した県内３か所の開発に着手（高島市、大津市、東近江市）

〇基本計画策定業務
選定した候補地３か所について、各種の条件整理や関係機関との
協議を行い、道路計画、造成計画、上下水道等供給施設計画、防災
施設（調整池等）計画、公園緑地計画などの土地利用計画の策定、
概算事業費の算出やスケジュール策定を行う「基本計画」を策定。

〇測量・調査
選定した候補地３か所の測量を実施。今後の整備の
基礎資料となる平面図を作成。

事業スケジュール（最短イメージ）

市町公募

適地調査

候補地審査・実施箇所決定

基本計画策定

測量・各種調査（文化財を含む）

各種開発協議

環境アセスメント

基本設計・詳細設計

用地買収

造成

分譲

R11 R12R10R6 R7 R8 R9

分

譲

販売予約

注： 事業スケジュールは、各候補地の事情に応じて精査。

● 産業用地開発事業

商工観光労働部
産業立地課

【予算額 ２.６億円】

滋賀県の大事にする価値に共感いただける産業立地を推進し、「世界から選ばれる滋賀」の実現を目指す

滋賀県の大事にする価値（ＣＯ₂ネットゼロ、生物多様性、こども政策等）に共感いただける産業立地を推進

企業との関係構築強化、

ワンストップサービスによ

る相談対応

産業用地の

確保

助成金・

税制優遇

企業ニーズを

踏まえた

人材確保・育成

インフラの充実

令和７年度における地方創生の主な取組について
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産業の創出と中小企業の活性化推進
地場産業の活性化

【予算額 ４．０千万円】

近江の地域産業振興総合支援事業

✓ 地域の団体・住民と取り組む地場産業を
活かした魅力発信による産地の活性化
（まちづくり）

体験の機会を創出し、「住む・働
く」ことを中心とした実践的なイン
ターンシップ支援を行う。

近江の地域産業振興総合支援事業

● 新商品開発や販路開拓への支援

① 新たな流通ルート確立支援事業

② 近江のデザイナーマッチング事業

③ サステナビリティ対応支援事業

✓ 既存商品の販路開拓を支援
✓ デザイナーと取り組む商品開発、販路開拓を
伴走支援

✓ 環境に配慮した商品開発等に係る費用を支援

地場産業後継者インターンシップ事業

地場産業組合（産地）の取組を支援する。

① 新商品開発
② 販路開拓
③ 後継者育成
④ 魅力発信

近江の地場産業および近江の地場産品の振興
に関する基本的指針（R４～R8）の改定に向け、
コロナ後の地場産業等の実態を把握する。

繊維技術のイノベーション創出事業

県内繊維地場産業３産地に特化した技術発信
コンテンツの作成やこれらのコンテンツ発信と実
感ができる展示ブースの試験運用と改善を重ね
る。

● 信楽焼産地へのコトづくり支援事業

信楽窯業技術試験場・陶芸の森・甲賀市の３者
の連携により、事業者と多様な主体が連携交流
する場を提供し、製品開発や情報発信等を支援
する。

右図：インターンシップのイメージ

ここ滋賀でのワークショップ海外での展示会の様子

【再掲】

商工観光労働部
イノベーション推進課

新たな挑戦への支援により地場産業・産地の活性化を目指す

（地場産業組合等戦略的取組支援補助金） （地場産業等実態調査事業）

新商品開発や販路開拓、後継者の育成・確保を支援することで、
地場産業の自律的な取組を促し、産地の活性化を図る。

事業者への支援 地場産業組合の取組支援 実態把握・工技センターによる支援

令和７年度における地方創生の主な取組について
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地域資源を生かしたかかわりづくりと世界とのつながり
シガリズムの推進

【予算額 ５.5億円】

● 大型イベント等を契機とした観光誘客の展開

（「いこうぜ♪滋賀・びわ湖」、大河ドラマ・戦国を生かした誘客）

● インバウンドに向けたプロモーションの強化

・ 観光DXの強化

・ 万博等を契機とした気軽なサイクリング体験の促進

● ビワイチアプリの利便性向上

● レンタサイクル途中返却拠点の拡充

● 世界での「ビワイチ」の更なる浸透

● 観光コンシェルジュの設置等による滋賀への誘客機能強化

● 首都圏における高価格帯産品の販路開拓の推進

● 拠点を活用した滋賀ゆかりの人々のつながりの深化

「世界とつながる滋賀」を意識した観光誘客と観光産業の活性化を推進

シガリズム ～絶好の好機を生かした誘客～

ここ滋賀 ～拠点機能の最大化～

ビワイチ ～「だれでも、いつでも、どこでも」楽しめる環境整備～

商工観光労働部
観光振興局
ここ滋賀

いよいよ開催！ 大阪・関西万博、国スポ・障スポ
県全体での盛り上げと観光誘客を促進！！

新

新

令和７年度における地方創生の主な取組について
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こころとからだの健康づくり
暮らしと心を豊かにする公園“ＴＨＥシガパーク”

【予算額１０.４億円】

土木交通部 都市計画課
公 園 魅 力 向 上 推 進 室

3
2

1

4

5

6

３つの視点（美・優・楽）

1. 【美】 「うつくシガパーク」
２. 【優】 「やさシガパーク」
３. 【楽】 「たのシガパーク」

魅力向上のための３つの取組
（Three Up)

¥¥

■【Team Up!】
部局を横断した公園連携・庁内連携

■【Level Uｐ! 】
公園の機能強化と利便性の向上

■【Tie Up!】
市町・民間事業者・住民等との協働

すべての人の憩い・交流・体験の
場となり、子どもたちが美しい自然
の中で遊び、学ぶことができる場と
なる、「水と緑と人でつながる
“THEシガパーク”」を目指す。

都市計画課（内4281）

子ども若者政策・私学振興課（内3550）

魅力向上のための
トイレなどのインフラ整備

THEシガパークプロモーション
および

THEシガパークビジョンの策定

都市計画課（内4281）

下水道課（内4210）

7

7 近江風土記の丘

文化財保護課（内4670）

➊自然公園新旭浜園地他

自然環境保全課（内3481）

再整備に向けた設計

老朽化した遊具の更新

企業との協働による施設改修および
木育拠点施設「しがモック」のオープン（R8夏）

森林政策課（内3919）

文化芸術振興課（内3341）

「活性化方針」に基づく
着実な魅力の向上

博物館の展示充実と
安土城築城450年祭
連携事業の実施

イノベーション推進課（内3793）

【Tie Up!】

【Level Up!】

【Team Up!】

各種イベントによる
魅力向上

魅力向上のための
照明やベンチの整備【Level Up!】

【Tie 
Up!】

【Tie Up!】
【Tie Up!】

【Level Up!】

【Level Up!】 【Tie Up!】

【Level Up!】

【Level Up!】 【Tie Up!】

駐車場の適正利用促進

令和７年度における地方創生の主な取組について
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滋賀の未来を担うひとづくり
魅力ある県立高校づくり

アグリイノベーション・ハイスクール事業

地域や大学等と連携し、農業の学びを活かし

て、農業と学校の魅力を広げる

シン・マイスター・ハイスクール

彦根工業高校を拠点に、地域活性化と産業人

財の育成プログラムを構築

しがクリエイター１２プロジェクト

～産業教育高校がわがまちを魅力化～

地域の良さを理解し、まちの魅力化に寄与

ＤＸハイスクール推進事業

ＩＣＴを活用した文理横断的で探究的な学び

を強化する学校の環境整備

県立高等学校魅力化推進事業

地域連携による魅力と活力ある高校づくり

学びの最適化・高度化推進拠点形成事業

拠点校の授業改善を通じた「主体的・対話的で

深い学び」のアップデート、「学びの祭典」で発信

「北の近江振興」高校魅力化推進プロジェクト

地域に目を向けた探究的な学びを通じて

北部振興について考え、発信

普通科改革推進事業

伊香高校「森の探究科」と守山北高校「みら

い共創科」、令和7年４月新設です！

しがアントレプレナーシップハイスクール事業

キャリアプランニング能力の育成、インターン

シップ等に取り組み、アントレプレナーシップ

（起業家精神）を育成

教育委員会事務局
高校教育課

世界とつながる滋賀のリーダー育成

グローバルユース育成事業

海外との交流を通じて、世界的な課題

に対して自ら学び、英語で発信する

力のある人材を育成します

・ トビタテ！留学ＪＡＰＡＮしが拠点形

成推進事業

県立高等学校入学者選抜のWeb
出願システム、始まります！

出願受付や入学考査手数料の納付

をシステム化し、利便性向上と業務

効率化を図ります

【予算額 ２．３億円】

新

新

高校版ＤＭＯ観光ビジネスプロジェクト

大津商業高校を拠点に、観光ビジネスを通し

て持続可能な観光地域づくりを推進

高校魅力化チャレンジ事業

各学校が自由な発想で魅力づくりを推進

令和７年度における地方創生の主な取組について
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子どもたちの理系への興味関心を高める取組を支援
➡ともに滋賀の未来をつくる

滋賀の未来を担うひとづくり
大学・企業と未来をつくる

【予算額 86.5百万円】

地域課題の解決や新たな産業の創出につながる実証に向けた研究を支援

➡地域課題の解決や地域活性化につながる大学の研究開発を支援

大学連携研究プロジェクト事業 ７，８００千円

企業と子どもをつなぐプラットフォーム（こどなＢＡＳＥ）を運営

ＳＤＧｓ学びとイノベーションのプラットフォーム事業 11,100千円

県内大学と連携した、地域課題の解決や地域活性化の実現

総合企画部
企画調整課

滋賀を支える仕事の魅力を伝える

子どもの視点を吸収する

総合企画部
企画調整課

総合企画部
企画調整課

大学による「子どもの知と創るを応援」事業 ７,５00千円

社会環境の変化を踏まえ、今後も選ばれる存在となることを目指す、「魅力
化戦略」を策定
➡県立大学の魅力向上に向けた施策の構築・実施

公立大学法人滋賀県立大学の魅力化事業 42,089千円

総合企画部
高等教育振興課

令和7年度

【看護分野】
博士後期課程

新設

若年人口
減少

人材需要
の変化

ＤＸ・ＧＸ

リカレント
リスキリング

学部学科
等の再編県立高専

との連携

法人体制
の整備

令和7年
開学30周年

令和7～８年度

魅力化戦略の
策定

…

県内企業等の研究開発を支援しイノベーションを促進

先導ＧＸ産業支援プログラム事業 17,200千円

チーム組成
ネットワーキング

プロジェクト
形成・伴走支援

プッシュ型
水先案内

シーズ発掘

商工観光労働部
イノベーション推進課

中小企業

大企業

大学

研究・開発プロジェクトに向けたチーム組成
のためにオープン/クローズで連携を支援

➡滋賀県におけるGX技術の研究開発の推進

新 新

新

令和７年度における地方創生の主な取組について
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滋賀の経済活動を担うひとづくり
滋賀の産業を担うひとづくり

人的資本経営に向けた経営層のマインドチェンジ促進事業

外国人材活躍促進事業

県内企業と外国人材の双方に対して、
外国人材の活躍促進に向けた支援を展開し、
地域における外国人材雇用の好循環を創出

人材戦略の変革やリスキリング等に向け、
経営層のマインドチェンジを促進

高等技術専門校の再編（デジタル人材育成）

全訓練科にデジタルリテラシー
に関するカリキュラムの導入

若年層等確保・定着支援事業

県内企業とともに奨学金返還支援や
スキルアップ支援に取り組み、若者の滋賀での活躍を支援

地場産業後継者インターンシップ事業

「住む・働く」ことを中心とした
インターンシップ支援を実施

魅力ある職場づくり事業

在宅ワーク促進事業

「魅力ある職場づくり」に取り組む中小企業を支援

在宅ワークを希望する女性を支援

【予算額 １．２億円】多様な人材が活躍できる、魅力ある雇用の場を作ることにより、「選ばれる滋賀」を目指す

商工観光労働部
イノベーション推進課
労働雇用政策課
女性活躍推進課

選
ば
れ
る
滋
賀

奨学金返還支援など若年層等への支援 リスキリング・多様で柔軟な働き方

ダイバーシティ

● 若年層に向けた技能振興の取組

・若年技能者の技能研鑽意欲や
子どもたちのものづくりへの興味関心の向上
・技能五輪出場に向けた気運醸成の促進

補助制度を創設！

奨学金返還支援 スキルアップ支援
（ＤＸ・ＧＸ関連資格の取得）

経済的負担軽減 自身の成長両面からの
支援

令和７年度における地方創生の主な取組について
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滋賀の経済活動を担うひとづくり
農畜水産業の担い手の確保・育成

【予算額 １.7億円】本県農業・水産業の持続的な発展に向けた、人材の確保・育成に向けた切れ目のない支援を行う。

○ 地域計画をベースにした農業構造の転換

・ 広域での担い手間の話し合いによる経営規模拡大や農地の集約化

○ 新規就農者の確保・育成

・ 農業高校や農業大学校等との連携強化による農業法人への就職就農の促進

・ 産地等と連携した就農相談から早期経営安定に向けた一貫した就農支援

農業高校と農業大学校の連携
によるICTハウスの現地見学

早期の経営安定に向けた
現地研修会

経営発展に係る
個別相談会

就農から経営発展に向けた切れ目のない支援

○ 雇用型農業法人等の確保・育成

生産方式の革新によるスマート農業技術の活用促進

・ 専門家派遣等を通じた農業法人のマネジメント力の強化

地域のリーダーとなり得る女性農業経営者の育成

・ 企業参入の優良事例や課題の調査

○新規漁業就業者の確保

・ 漁業就業支援フェアなどを通じた就業相談の実施

・ 漁業技術等を習得する漁業研修の実施

・ 漁労資材取得など着業への支援

就業者の確保・育成に向けた切れ目のない支援

○漁業者の育成

・ 湖魚販売や湖魚食普及に意欲的に取り組む担い手団体等の活動を支援

・ 漁業団体の組織強化や機能充実（共済・購買・共販等各事業の促進）への支援

○新たな漁業収入確保対策の推進

・ 漁場生産力を活かした新技術の検証（ビワマス湖中養殖等）

新規就業希望者と
漁業者のマッチング

新規就業者向け
漁労・経営・資材購入支援

滋賀県漁連との協働による
展示商談会への出展

漁 業

農政水産部
みらいの農業振興課 水産課

令和７年度における地方創生の主な取組について
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食料安全保障につながる本県農業・水産業の推進
水稲新品種「きらみずき」、イチゴ新品種「みおしずく」の普及推進

【予算額 3.7千万円】農産物の特性を最大限に引き出した生産と、特徴を生かした流通・販売、消費の好循環を生み出す

〇 生産者と首都圏小売業者とのつながりの強化

・小売業者等を招聘し、価値やストーリーを共有するとともに、

生産者と小売業者との交流・商談の場の創設

・ここ滋賀と連携し、首都圏ハイエンド層への「きらみずき」の

価値のPR

～オーガニック栽培の拡大～

〇 オーガニック生産者の拡大と供給体制の整備

・生産者組織（オーガニック生産者グループ 、JA部会）の拡大

・生産技術の拠点となる実証ほ場の設置

・オーガニック栽培技術や生産拡大に向けた研修会の開催

・オーガニック栽培の省力化に必要となるドローンや
アイガモロボットなど水田除草機の整備
・オーガニック生産者グループの集出荷体制等の検討

生産者と消費者をつなぎ、生産者の活力につながるオリジナル品種のブランド化を推進

ひとしずくから輝く宝石へ

きらみずき栽培
実証ほ

首都圏における
展示商談会の実施

東京豊洲市場で
のPR

〇 生産拡大と共同出荷体制の充実

・DX（スマート農業技術）を活用したハウス環境の最

適化による収量・品質の向上

・ＪＡによる生産物まるごと商品化による生産の拡大

・生産拡大に伴う種苗の安定供給体制の整備

〇 新たな販路へのチャレンジ

・企業と連携したみおしずく加工品の充実

・首都圏等でのPRの実施

・輸出に向けた検討

～県一産地の拡大～

生産 生産

流通・販売・消費 流通・販売・消費

DXを活用した
栽培技術の研修会

農政水産部
みらいの農業振興課

令和７年度における地方創生の主な取組について
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農業水利施設の大切さへの理解を広げ
地域活動への参画を拡大させ

農業・農村を健全な姿で次世代へ引き継ぐ

食料安全保障につながる本県農業・水産業の推進
持続可能な滋賀の農村づくりの推進

【予算額 5.3千万円】人口減少社会を踏まえた多様な主体との連携促進による農村づくりの推進

地
域
力

まるごと保全・中山間直払による農地・農業用施設の保全

農業分野での連携した取組
支え合いＰＪ、農村RMO 等による
地域の企業、大学等との連携

基礎的な活動

他分野との連携した取組
プラットフォームでの検討・交流会の開催等を通じた観光
事業者・移住希望者等との連携、女性活躍の場の提供

これまでの主なサポート期間（≒補助事業期間）

地域を支えるプラットフォーム（市町・関係機関など部局横断で）

プッシュ型支援、地域の状況を常に把握、自立への課題を検討・対応、さらなるステップアップに誘導

プッシュ型で継続的なサポート

私たちだけで
やっていける
かな・・・

中
山
間
地
域
全
体
で

多
様
な
主
体
と
の
連
携
を
目
指
す
！

一緒に考えて
いきましょう！

大丈夫ですよ！

自立した取組で
地域活性化！

新たなサポート！

New!

New!

新たなサポート！

概要
• 農村の課題に対応可能な部局横断のプラットフォームにより、地域の取組に対して、立上げから自立までプッシュ型で継続的にサポート

• これまで主に取り組んできた農業分野に加え、観光・教育・福祉分野等、多様な主体との連携を深化・拡大

今後も継続して
いけるかな・・・

県内の農業水利施設
世界かんがい施設遺産

龍ケ池揚水機場 ▶
（R6.9登録）

農政水産部 耕地課 農村振興課

魅力
発信!!

◀ 国際水田・水環境ネットワーク
INWEPF

語り部交流会 ▶

国外向け

国内向け

経過年数

令和７年度における地方創生の主な取組について
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北の近江振興プロジェクト ～県北部地域の目指す地域像に向けて～

ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
支援者 603名
（R7.1.28現在）

【予算額 ３.9億円】

①住み続けたくなる
還りたくなる
北部へ

②挑戦する若者が
育ち・集う北部へ

③訪れたくなる
北部へ

特別プロジェクト
（市の取組を支援）

R5
（PJ始動）

R６
（多面的展開）

R７
（重点取組期間折り返し）

R８
（ブラッシュアップ）

R９
（持続的発展）

県北部地域への
移住者 339名 ここ滋賀旅行割

利用者 149名
（R6.12.31現在）

湖北のくらしや食文化のプロモーション
【農政課（内3825）】 など６事業 46百万円

文化・伝統の継承

アートで北部を盛り上げる
【美術館（077-543-2111）・文化芸術振興課（内3340）】

「食」と「観光」の発信

潜在保育士の人材確保
【子育て支援課（内3557）】 など9事業112百万円

ｱｲﾃﾞｱ・技術で創る新時代

働きながら旅する人と事業者をマッチング
【北の近江振興事務所（0749-53-2801）】

支えあいの社会

首都圏から「豊臣兄弟！」の舞台へ
【ここ滋賀（03-6225-2951）】 など１0事業12１百万円

インバウンド向けの魅力発信
【観光振興局（内3744）・環境政策課（内3354）】

「食」と「観光」の発信

「食」と「観光」の発信

農山村版ワーキングホ
リデーの実施
→北部３市３地区で計
13名参加

北の近江振興高校生サ
ミットの開催
→北部の高校９校の生徒
達が研究成果を発表・提
案

地域資源の可能性を検討
→各市にコーディネー
ターを配置し、共通テー
マ案を策定

長浜450年戦国フェス
ティバルやJR近江今津駅
リニューアル、伊吹山再生
プロジェクト などを支援

医療的ケア児・者の受
入体制整備や女性活
躍の就労、キャリア
アップを支援

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ人材戦略拠
点の北部サテライトの設
置や「みおしずく」等の園
芸産地の育成

「北にきゃんせ音楽会」
や「旅する滋賀のモノづ
くり展」、湖西線開通
50周年記念事業など
を開催

若者の定住のための生
活支援対策や文化財施
設の再編、高校への通学
支援対策 などを支援

目指す姿

連携・協働

人やまちが
活き活きと
賑わう北部
地域
＜目標＞
移住＋地域とつな
がる人（関係人口）
を3千人増やす

4つのテーマ

に基づき、事業をブラッ
シュアップ

「食」と「観光」の発信

文化・伝統の継承

ｱｲﾃﾞｱ・技術で創る新時代

支えあいの社会

さらなる「高
み」を目指し
て、持続的に
発展

福井県とのオーベルジュ構想

県の取組との相乗効果が期待できる、長浜市、高島市お
よび米原市の主体的な取組を支援

【市町振興課（内3243）】 １００百万円

総合企画部
新駅問題対策・特定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進室
（北の近江振興事務所）

各分野の課題にも着実に対応
◆伊吹山の保全…土砂災害対策や植生復元事業を着実に推進
◆産業用地の開発…新たな産業用地の開発に着手
◆余呉地域振興…余呉地域振興事業交付金により地域の活性化を推進
◆新たに、周産期遠隔医療やZEH新築の支援に着手

令和７年度における地方創生の主な取組について
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産業のDX暮らしのDX 行政のDX

基盤づくり
ひとづくり

• 県民防災力向上のための防災プラットフォーム

の整備検討

• 歩数などの健康データおよび健診結果をもとに

したAI分析による生活習慣改善策の提案

• ＡＩチャットボットによる子どもの声の収集・分析・

共有 など

全ての県民が健康で快適な暮らしと、

環境に配慮した豊かな生活を実感

高付加価値化や省力化、生産性・安全性の

向上による持続可能な産業の実現

• データを利活用した観光DXの推進

• 人工衛星を活用した農地等の地滑り監視

• リスキリング推進に向けた経営層のマインド

チェンジ促進支援 など

時間や場所を問わないワンストップで

県民本位の行政サービスの実現

誰もが利用できる、参加できる環境の整備

とデジタル人材の育成・活躍

【予算額 5.3億円】 【予算額 8.1億円】 【予算額 6.1億円】

【予算額 15.1億円】

• 庁内外のデータ連携・利活用の推進による、データ

に立脚した政策立案の推進

• 電子契約による契約締結の迅速化、コスト削減に

よる業務効率化、事業者の負担軽減 など

• デジタル技術を活用し、行政サービスの向上を

図ることのできる人材の育成

• 誰もが安心してデジタルを活用できる環境整備

新

• 市町との共同利用ビジョンに基づく、

庁外データ連携基盤の整備 など

新

新

新

新

新

新

全ての人がデジタル化の恩恵を
享受できる社会の実現

DX・EBPMの推進
【予算額 34.6億円】119事業

改訂DX推進戦略に基づく、デジタル施策の

迅速かつ重点的な推進を目指す

総合企画部
ＤＸ推進課

令和７年度における地方創生の主な取組について
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